
第１号議案

２．事業の実施に関する事業（令和3年7月1日～令和4年6月30日）

（１）特定非営利活動に係る事業

実施日
実施
場所

従事者の
人数

受益対象者の範
囲及び人数

支出額
（千円）

毎月１回
以上

市内ミオカザロ
他 各６名

伝建地区内
関係者 約50名

0

１回
大正浪漫夢通り

商店街地区 ５名
大正浪漫夢通り商
店街振興組合 5名 0

－ － － － 0

7回 本町の長屋 4名
菓子屋横丁他関

係者 約20名
0

毎月１回 本町の長屋 各5名程度
一番街商店街他関

係者 約100名 0

14回
川越市内･東

秩父村等
各2～5名

程度
川越市民･東秩

父村民等
0

9回
依頼された

会場
延べ13名

市内外
延べ約1000名

10

9回 川越市内 延べ15名
市外延べ

約20名程度
88

月1回程度 川越市内 各3名
川越氷川祭の山車行事保
存会、松江一丁目自治会 724

２件
(約10回)

川越市内 延べ20名 建築主、川越市 190

３回
依頼された

会場
延べ10名 市内外 0

1回 時の鐘 約10名 川越市 33

8回 川越市内 延べ15名 大学生・市民 0

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

随時 弁天横丁 10名 市民 810

随時 弁天横丁
延べ150名

程度
市民 3,326

－ － － － 0

2/20～3/13、
4/24～5/8

本町の長屋
他

各10名程度 市民 5

３回程度 川越市内
延べ20名

程度
建築行為者

3件程度
0

随時 - 10名 会員 0

４回 - 各５名 会員 107

１回 本町の長屋 約5名
会員他30名

程度
0

随時 弁天長屋他 1名 市民 0

｢※｣=コロナ禍の影響により開催･実施を見送り。

令和３年度 事業報告書
特定非営利活動法人川越蔵の会

１．事業の成果
　下記事業により少なからず、まちづくりの支援を行うことによって地域社会の発展に寄与した。

事業名 事業内容

支援事業1
川越町並み委員会（伝建地区内の町並
み形成に対するアドバイス）

支援事業2
大正浪漫委員会（大正浪漫夢通りの町
並み形成に対するアドバイス）

支援事業3
中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなま
ちにする会に対するアドバイス

支援事業4
菓子屋横丁会議（菓子屋横丁内の町並
み形成に対するアドバイス）

支援事業5 一番街あきんどの会に対するアドバイス

支援事業6
その他地域、まちづくりに対するアドバイ
ス

支援事業7 講演会（講演依頼の対応）

支援事業8 視察対応（視察依頼の対応）

支援事業9 松江町一丁目山車修理

支援事業10
建物調査及び報告書作成、改修設計協
力

支援事業11
他のまちづくり団体の大会等への参加協
力

支援事業12 川越市指定文化財 時の鐘　除夜の鐘

支援事業13 学生への研究支援等

活性化事業1 職人の技体験事業

活性化事業2 長屋Ｂａｒ

活性化事業3
川越太郎法要お茶会
（お茶会を通じての交流）

活性化事業4 弁天横丁「なんとうり」運営事業

活性化事業5 喜多町弁天長屋保存活用事業

活性化事業6 空き家活用検討事業

活性化事業7
まちなか活性化事業
（ウィンドウギャラリー）

啓発事業4 長屋の日（町づくり勉強会）

啓発事業5
「設計・施工者情報集」による歴史的建
造物活用の啓発促進

啓発事業１
町並み相談所
（町並み形成に対するアドバイス）

啓発事業2 メールによる情報配信

啓発事業3 会報の発行
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特定非営利活動法人川越蔵の会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部
1　流動資産
    現金 512
    普通預金 2,756,399
流動資産合計 2,756,911
2　固定資産
    (株)まちづくり川越出資金 500,000
固定資産合計 500,000

資産合計 3,256,911
Ⅱ　負債の部

1　流動負債
    預り金 0
2　固定負債
    長期借入金 4,410,000
流動負債合計 4,410,000

負債合計 4,410,000
Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 -1,654,421
当期正味財産増減額 501,332
正味財産合計 -1,153,089

負債及び正味財産合計 3,256,911

1.　重要な会計方針

（１）　消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2．借入金の増減内訳

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

4,545,000 225,000 360,000 4,410,000

科目

長期借入金

令和4年6月30日現在

令和3年度 貸借対照表

科　　　目 金　　額

令和2年度　計算書類の注記

計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人会
計基準協議会）によっています。
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（単位：円）

金　  額

Ⅰ　資産の部

1　流動資産

現   金 512
普通預金 ゆうちょ銀行振替口座 305,547
普通預金 ゆうちょ銀行総合口座 603,835
普通預金 埼玉りそな銀行川越支店（一般会計） 6,421
普通預金 埼玉りそな銀行川越支店（事業費） 8,592
普通預金 埼玉懸信用金庫川越西支店 155,923
普通預金 楽天銀行 1,676,081

流動資産合計 2,756,911

2　固定資産

㈱まちづくり川越出資金 500,000

固定資産合計 500,000
資産合計 3,256,911

Ⅱ　負債の部

1　流動負債

    預り金 0

流動負債合計 0

2　固定負債

長期借入金 4,410,000

固定負債合計 4,410,000

負債合計
4,410,000

正味財産 -1,153,089

令和3年度　財産目録

令和4年6月30日現在

科　  目

非営利活動法人川越蔵の会
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第３号議案

２．事業の実施に関する事業（令和４年７月１日～令和５年６月３０日）
　特定非営利活動に係る事業

実施予定日
実施予定

場所
従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

支出
見込み額
（千円）

毎月１回
以上

市内ミオカザロ
他 5名

伝建地区内
関係者

0

随時
大正浪漫夢通り

商店街地区 10名
大正浪漫夢通り商
店街振興組合 5名 0

随時 中央通り他 10名
中央通り他関係

者 約50名
未定

随時 本町の長屋 5名
菓子屋横丁他関

係者 約20名
0

毎月１回 本町の長屋 各5名程度
一番街商店街他関

係者 約100名 0

随時 未定 10名 川越市民等 未定

随時
依頼された

会場
20名 市内外 50名～ 未定

随時 川越市内 10名
市外各団体
約10名～

未定

随時 川越市内 3名
川越市、川越氷川祭の山

車行事保存会 未定

随時 川越市内 25名 建築主、川越市 未定

随時
依頼された

会場
10名 市内外 未定

12月31日
市内

時の鐘
10名 市民 未定

随時 川越市内 10名 大学生・市民 0

未定
養寿院山門

前広場
15名

会員・市民
200名

未定

9月 本町の長屋 １0名 市民 200

11月3日
市内

養寿院
30名

川越近郊住民
150名

0

随時 弁天横丁 10名 市民 600

随時 弁天横丁 10名 市民 2,000

随時 川越市内 10名 市民 未定

随時
本町の長屋

他
10名 市民 1

随時 川越市内 20名
建築行為者
10件程度

0

随時 - 10名 会員 0

4回 - 5名 会員 100

2回程度 本町の長屋 10名 会員 0

随時 川越市内 10名 市民 未定

※実施予定日については、今後のコロナ禍の状況に応じて調整を図る。

啓発事業5
「設計・施工者情報集」による歴史的建造
物活用の啓発促進

活性化事業3

活性化事業4 弁天横丁「なんとうり」運営事業

川越太郎法要お茶会
（お茶会を通じての交流）

啓発事業4 長屋の日（町づくり勉強会）

活性化事業7
まちなか活性化事業
（ウィンドウギャラリー等）

啓発事業3 会報の発行

啓発事業１
町並み相談所
（町並み形成に対するアドバイス）

啓発事業2 メールによる情報配信

令和４年度 事業計画書（案）
特定非営利活動法人 川越蔵の会

１．事業実施の方針
　地域に根ざした市民としての自覚を持ってまちづくりを自ら実践するとともに、住民が主体性を持って行うまちづくりの
支援を行うことによって地域社会の発展に寄与する事業。

大正浪漫委員会（大正浪漫夢通りの町並
み形成に対するアドバイス）

事業名 事業内容

支援事業1

支援事業2

川越町並み委員会（伝建地区内の町並み
形成に対するアドバイス）

支援事業3
中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまち
にする会に対するアドバイス

支援事業6
その他地域、まちづくりに対するアドバイス
等

支援事業4

支援事業5

菓子屋横丁会議（菓子屋横丁内の町並み
形成に対するアドバイス）

一番街あきんどの会に対するアドバイス

講演会（講演依頼の対応）支援事業7

活性化事業1

支援事業13

職人の技体験事業

支援事業12

支援事業11
他のまちづくり団体の大会等への参加協
力

支援事業10 建物調査及び報告書作成、改修設計協力

視察対応（視察依頼の対応）

川越市指定文化財 時の鐘　除夜の鐘

学生への研究支援等

活性化事業6 空き家活用検討事業

支援事業9 山車調査業務

支援事業8

活性化事業5 喜多町弁天長屋運営事業

活性化事業2 長屋Ｂａｒ
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第４号議案

特定非営利活動法人川越蔵の会
（単位：円）

科目
Ⅰ.経常利益
　1.受取会費 1,020,000
　2.受取寄付金 50,000
　3.事業収益
　　まちづくり支援事業 1,800,000
　　まちづくり活性化事業 4,170,000
　　まちづくり啓発事業 0
4.その他収益
　　雑収益 40,000
　　受取利息 10
　経常収益計 7,080,010
Ⅱ.経常費用
　1.事業費
　　　人件費 100,000
　　　業務委託費 1,650,000
　　　諸謝金 0
　　　福利厚生費 0
　　　交際費 0
　　　印刷製本費 42,000
　　　会議費 0  
　　　旅費交通費 0
　　　通信運搬費 124,400
　　　材料費 600,000
　　　消耗品費 30,000
　　　水道光熱費 378,000
　　　地代家賃 1,200,000
　　　諸会費 0
　　　会場設営費 0
    　保険料 15,730
　　　公租公課 70,000
　　　支払寄付金 0
　　　支払手数料 5,000
　　　雑費 0
　　事業費計 4,215,130
 2.管理費
　　　人件費 340,000
　　　諸謝金 10,000
　　　交際費 30,000
　　　印刷製本費 140,000
　　　会議費 4,500
　　　旅費交通費 0
　　　通信運搬費 150,000
　　　消耗品費 60,000
　　　地代家賃 480,000
　　　備品費 0
　　　諸会費 42,000
　　　支払寄付金 0
　　　支払協賛金 0
　　　支払手数料 3,000
　　　公租公課 0
　　管理費計 1,259,500
　経常費用計 5,474,630
次期正味財産増減額 1,605,380
当期繰越正味財産額 -1,153,089
次期繰越正味財産額 452,291

借入金の増減予定表 （単位：円）

科目 期首残高 当期借入予定 当期返済予定 期末残高

長期借入金 4,410,000 0 490,000 3,920,000

備考

喜多町弁天長屋改修事業における支援金

全国町並み保存連盟､小江戸川越観光協会､環境ネット

振込手数料､各種証明書発行手数料等

令和４年度 活動予算書(案)
令和4年7月1日～令和5年6月30日まで

金額 備    考

会員208名(うち学生会員5名)
弁天長屋支援金

山車調査業務
喜多町弁天長屋家賃収入､なんとうり家賃収入､長屋BAR

長屋利用料等

喜多町弁天長屋スタッフ
喜多町弁天長屋改修､山車調査業務

蔵詩句たいむす(4回発行)､弁天長屋通信

蔵詩句たいむす発送､弁天長屋wifi
喜多町弁天長屋改修､山車調査業務､長屋BAR
喜多町弁天長屋雑費
喜多町弁天長屋水道光熱費
喜多町弁天長屋家賃､なんとうり家賃

市民税､県民税

弁天長屋支援金返済振込手数料

事務局勤務費

元一町内会費､喜多町町内会費等
総会資料製本代

電話代､プロバイダ利用料､書類送付代等
インクカートリッジ､プリンター等
本町の長屋家賃
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令和４・５年度　特定非営利活動法人

理　事 会長 落合 康信

理　事 （新） 副会長 小峰 春彦

理　事 副会長 兼 広報部長 守山 登

理　事 副会長 馬場 崇

理　事 デザイン部長 松本 康弘 

理　事 会計部長 松岡 由起

（新） 理　事 （新） 事業部長 石川 真

理　事 事業副部長 水谷 勉

理　事 事業副部長 笠間 美寛

理　事 事業副部長 藤井 清隆

理　事 デザイン部 副部長 木元 洋佑

理　事 広報部 副部長 塩成 透

理　事 佐藤 由美子

理　事 佐々木 彰子

理　事 事務局長 秋山 修志

監　事 西川 孝博

監　事 （新） 藤井 靖

理事以外の役員 相談役 元会長 馬場 弘

　 〃 前会長 原 知之

　 〃 元副会長 愛川 比沙子

　 〃 元副会長 筋野 俊行

　 〃 元副会長 新井 雅久

　 〃 前特別顧問 植松 久生

事業部 副部長 神田 善正

事業部 副部長 （新） 小杉 由紀

デザイン部 副部長 綾部 孝司

デザイン部 副部長 （新） 黒沢 ミユキ

事務局 益子 水

参考）歴代会長　

⑤　落合 康信  H30年度(2018年度)～ 

②　神島 弘光  s59年度(1984年度)～ s60年度(1985年度)
③　馬場 弘  s61年度(1986年度)～ H12年度(2000年度)
④　原 知之  H13年度(2001年度)～ H29年度(2017年度)

①　可児 一男  s58年度(1983年度)

第５号議案

川越蔵の会 役員（案）
任期　令和6年6月30日まで

会　　長 任　　期
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